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西日本区理事主題   「“Let’s do it now !”」 “2022 に向け誇りを持って All is Well.” 
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                                   2021年 6月 
 

――――――――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――――――――  

 

今の時の苦難は、やがて私たちに啓示される栄光に比べれば、取るに足りない

と私は考えます。 
ローマ人への手紙 8章 18 節 

 

クラブホームページ http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2020-2021.pdf   

 
                  
   
 

＠６月第 1 例会・ＷＥＢ例会 

(担当 服部・荒川) 

と  き：６月１１日 (金) １９:００～ 

ところ： ＺＯＯＭ配信 

・引継ぎ例会 
 

 

＠６月第２例会・ＷＥＢ例会(担当 坂口) 

と  き：６月１５日 (火) ２０:００～ 

ところ: ＺＯＯＭ例会 

 

 

＠ 7月第一例会・一泊例会 (担当 服部) 

と  き：７月３日(土)～４日(日) 

ところ：詳細は後日案内 

 

 

＠第２４回西日本区大会 

と  き：６月５日(土)～６日(日) 

    ５日大会 1日目 １３:００～ 

    ６日大会２日目 １０:００～ 

ところ：ウエスティン都ホテル  

    西館 ３階・４階 

 

 

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う 
 

５ 

月   

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月）   

在  席  者 15 名 第  1  例  会  15 名  当   月 ・ 切   手  - ニコ BOX ノート  - 

例会出席者 23 名 第  2  例  会 11 名 当   月 ・ 現   金  - 感 謝 ファンド  - 

当月出席率 153% そ の 他   8 名 累              計  - 累          計  - 

2021年 6月例会・他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2020-2021.pdf


  ５月第１例会・オンライン例会        
 

 
 

日 時：5月 18日（金）18:30～ 

場 所：名古屋ＹＭＣＡ日本語学院 

出席者：青木、阿部、荒川、遠藤、坂口、信田、 

下村、高田、服部、原+ﾒﾈ、早川、坂野、 

松原、三井、吉田 

ゲスト：中村、川本、相馬、その他、リーダー多数  

 

 
                   

卓話 

「セカンドハーベスト名古屋の活動について」   

認定特定非営利活動法人 

セカンドハーベスト名古屋 前川行弘理事長 

 吉田一誠 

昨年２月の日本語学院の留学生さんとの交流会

“日本のお正月料理を食べよう“は大変好評でし

た。この様な交流をぜひ続けていきたいということ

で準備を進めていた、ピクニック、BBQなどもその

後の新コロナ禍の影響で、実施困難となりました。   

その後は、日本語学園への新コロナ対策用物品の

提供、留学生への年越しそば配布などをクラブとし

てはしてきました。新コロナの影響で日本語学院の

留学生は来日が困難となり生徒数が激減、経営的に

も苦しい状況に直面していますが、少ない人数なが

ら海外留学生がスタッフとともに毎日勉強に頑張っ

ています。そんな中で、フードバンク活動をになっ

ておられる団体の一つセカンドハーベスト名古屋さ

んにお話をしていただけることになりました。 

セカンドハーベスト名古屋さんからはすでに昨年 

末から日本語学院留学生支援のために、食料品（レ 

トルト食品、冷凍食品、パン、お菓子、果物など） 

の支援をいただいています。昨年の夏には、学童キ 

ャンプへの支援もいただいています。フードロスの 

問題は以前から言われていましたが、新コロナ禍の 

影響で毎日の食事もままならないという人々が急

増、最近特に関心の高まっている社会問題です。 

今、関心を持っていられるかたの多いテーマです

のでぜひ多くの皆さんに聞いていただきたいと思い

オンライン交流会という形で計画しました。  
 

 
 

 
 

フードバンク活動！日本では賞味期限の近接や容

器の不良等いろいろな理由によりまだ食べられるに

もかかわらず大量の食品が廃棄されています。その

一方で突然のけがや病気で働けなくなったかたや、

地域で孤立し生活の困っている方など明日の食事を

心配しなければならない方もたくさんおられます。 

この捨てられる運命の食品を企業、個人からの寄付

により集め、福祉施設、団体や生活に 困った個人

へ提供する絆を結ぶのがフードバンク活動です。 

昨今のコロナ禍の影響でこの様な活動の重要性が

一層高まっています 前川さんのお話を伺って、毎

日大量に廃棄されている食品に対してもっと私たち

が関心を持つことが重要なことを改めて感じまし

た。 今回は事前の PR不足もあり、聴講者が 22名

とあまり多くのかたに聞いていただくことができま

せんでしたが、少なからず今までとは違った反応も

ありました。これを励みにこれからも定期的に計画

して交流会を続けていければと考えています。 

持続可能な開発目標（SDGs）の課題としては貧

困、飢餓をなくそうということが一番最初にあげら



れていますが、食品ロス削減はこれらへの対策の有

効な対策の一つです。今後の交流会のテーマとして

このＳＤＧｓにあげられている課題を取り上げて行

ってはどうかと考えています。是非皆さんからこの

様なテーマに沿った話をしてくださる講師、あるい

は聞いてみたい話などありましたらご連絡くださ

い。グランパスクラブの YMCAサービス活動として

継続的に実施、この交流会を発展させて名古屋

YMCA日本語学院の応援、支援の輪広げましょう。 

皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
 

 
 

参考資料：下をクリックして御覧ください         

フードバンク (ys-chubu.jp) 

                         

  第２例会・オンライン例会議事録         
 

日 時：5月 14日（火）20:00～21:00 

出席者：早川、荒川、遠藤、信田、高田、坂野、 

三井、服部、吉田、松原、下村 

欠席者：坂口、青木、原、阿部 

下村 明子 

「内容」  
1-1  ワイズ関係の動き報告   早川中部部長 

 ・6 月の評議会について提案議案内容 1～6号議案 

について内容説明、(事前クラブ内配信済) 

中部部内予算について説明、クラブ内での賛成 

を得る。 

・補助金支給内容について説明あり 

支給金内容(部より ZOOMシステム経費 18.000円 

区より ZOOM補助として 14,000 円)  

今後クラブ内での執行処理について検討すると 

する。 

・西日本区大会参加予定      

 1-2  全国 YMCA、名古屋 YMCA 報告 遠藤  

 ・6 月の国際協力募金が秋に延期予定。詳細決ま

り次第連絡。 

 ・7 月の日和田オープニングワークの手伝い案内

は YMCA より追って連絡あり。 

 1-3 5月第一例会について 吉田 

 ・認定 NPO法人セカンドハーベスト名古屋の 

活動について 

 ・日時 5 月 18日（火）18時半から 

日本語学院から ZOOM発信 

 ・20 時には閉館。会場参加者は吉田、荒川、服

部、松原の 4名。 

  ・講師への謝礼として 10,000円とタオルを贈答 

予定 

1-4 リーダートレーニング報告 信田 

 ・坂口、信田、三井、吉田の 4名が参加。 

登録リーダーは 25 名中 16 名が参加。 

・北側斜面を含め多くの木を切った。整備をした

ので、景色も以前とは変わりキャンプ場らしく

なっている。 

1-5 日本語学院支援について  吉田 

 ・現在行事ができない状態。現在通学している学

生は 20 名ほど。 

 ・チューター以外のメンバーも可能な限りコンタ

クトを取ってほしい。 

1-6 はなの活動について  阿部 

・阿部メン欠席のため次回。 

1-7 ブリテン記事依頼 三井 

・リーダートレーニング（三井）／GWコロナ対策

報告（荒川）／第二例会議事録（三井・下村）／

YMCA たより（遠藤）／第一例会（参加者のうち

誰か）  5/29 までに厳守！！ 

 

 

 日和田リーダートレーニング夕食支援     
 

日 時：5月 2日(日）～5月 3日(月・祝) 

出席者：リーダー16 名、OBOG4名、スタッフ 9名 

吉田 坂口 信田 三井 
 

 
  アクリル板で間隔を仕切っての黙食での夕食 

 

三井 秀和 

暖かい日が続いた連休中日の快晴の 5月 2日、出か

ける朝に破竹を収穫してから 30 名以上の参加者の

今年のリートレ夕食支援に参加しました。早めに現

地に着いて松坂さんと共に下水槽の汚水の排水作業

を手伝いました。ただ水中ポンプの下駄部分の鉄製

部分が腐り役に立たず手動で持ち上げながらの作業

が大変なので早期の更新が必要と思います。また、

キャンプ場にあるエンジンソーが 30年前のビンテ

ージ物で不動の為、自前のエンジンソーを持ってい

き、道沿いの雑木らの伐採整備と今まで南側の雄大

な乗鞍を眺められていましたが、長年の整備不足と

https://www.ys-chubu.jp/main/20butyo/20210518secondharbest.pdf


長年の木の成長で枝が伸び、そのため本来の雄大な

乗鞍眺望がひどく狭くなっていたため思い切って急

斜面に遮っていた大口径の木をリーダーらの協力を

得て足場が悪い中苦労しながら数本を根本から伐

採。少し眺望の広さが戻りましたが夏の学童キャン

プ参加時にはまだ切り残して視界に邪魔になってい

る太い木々を片っ端からチェーンソーが壊れるまで

伐採しまくる予定です。 

本来の支援プ

ログラムであ

る夕食支援は

持ち込んだ朝

取り破竹のタ

ケノコごはん

と、手製ピザ、

鳥肉料理らを

提供、好評を得

ました。 
大鍋での破竹 2kgを煮込む 

   力仕事のピザ生地の練りこみ作業 
 

 
「ちりめんじゃこ」と松坂さんから頂いた 

「行者ニンニク」を載せた手製ピザ 

 

先日の 4 月 24 日に開場準備に行ったとき昨年末の

水抜きが不完全であった為、配管とバルブが氷の膨

張で破裂して水が使えない状況となってしましたが

今回のリートレには修繕が間に合い供給には問題が

無くなりました。給水が止まっていろいろと調べた

結果、設置してある川本製作所製の供給ポンプの劣

化も進み汚水用水中ポンプと共に更新が必要と総主

事に提案しました。本館設立より 30数年となり設備

等の老朽化の為、今後各所の修理と更新がいろいろ

と出てくると思います。 
 

 
  伐採後の視野が広がった残雪深き乗鞍を望む 
 

5月になったといえ前日の最低気温が‐7度、2日の

朝方-2度と雪もちらつくまだまだ寒さの厳しいキャ

ンプ場でしたが例年より多くの残雪を持った御岳、

乗鞍は絶景でした。 
 

 

 東稜クラブとの合同例会中止について     
   

交流担当 松原行謙            

京都東稜クラブとの 5月 23 日の合同例会（バー

ベキュー）につきましては、先方と話し合い、感染

防止、健康第一を考慮し残念ながら中止とさせて頂

きます。次の機会に東稜クラブのみなさんと元気に

お会いできることを楽しみにしましょう。 
 

 

  ＤＢＣ東稜クラブＺＯＯＭ交流会   
 

 
 

日 時：5月 22日（土）20：00～ 

参加者： 

(東稜クラブ) 大槻、三科、近藤、伊藤、奥村 

(グランパス) 坂口、早川、高田、荒川、三井、

原、松原、服部  

服部庄三 

コロナ禍で今年度中止となった東稜クラブとのＤ

ＢＣ交流会を、今回「やったつもりのＤＢＣネット

二次会」と銘打って開催しました。ＺＯＯＭにて各

自お酒持ち込みＯＫで、おしゃべりしましょうとの



企画です。まずこの大変な状況の中、どのように活

動しているかの話題に始まり、東稜クラブは集まっ

ての奉仕活動が全く出来ていなく、ＺＯＯＭも不得

意な方もみえて、全員参加の例会も出来ていないと

のお話でした。グランパスはコロナ対策を十分に

し、名古屋ＹＭＣＡの日和田キャンプ場ワークや、

日本語学校の支援など出来る範囲で活動しているこ

と。また例会もＺＯＯＭで出席率も良いことなど話

し合いました。また各自近況報告など約２時間にわ

たって楽しい時間を過ごしました。最後に次年度状

況が良くなっての元気な再会を誓いあってお開きと

なりました。 
 

 

     ＹＭＣＡたより          

 

6月からＹＭＣＡでは夏のプログラムの募集が始

まります。昨年度よりも多くのファミリーや子ども

たちが日和田キャンプ場で遊べるようにキャンプの

準備をしております。また、今年も学童キャンプを

２期間実施いたします。このキャンプを待ち遠しく

しているお友だちもおります。子どもたちが、豊か

な自然の中、仲間と一緒にのびのびと遊べるキャン

プを目指して。今年度もぜひみなさまもお力添えを

いただけると嬉しいです。 

よろしくお願いいたします。 

 

2021年度学童キャンプ 

・1期 7/26（月）～7/31（土）  

・2期 8/2（月）～8/7（土） 

 

国際協力募金は秋に延期になりました。 

 

名古屋グランパスクラブ 

担当連絡主事 遠藤美恵子 

 

 

    今 後 の 予 定         

 

・7月 3日(土)～4日(日) 

  一泊例会 (予定) 詳細は後日、案内。 

・1期日和田学童キャンプ ：7/26～31（月～土） 

・2期日和田学童キャンプ ：8/2～7（月～土） 

 

      そ の 他        
 

1．今月の誕生日 

        

 

 

2.例会等出席状況 
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/ 

 

 

1 青木 哲史 〇    

2 阿部 一雄 〇    

3 荒川 恭次 〇 〇   

4 遠藤恵美子 〇 〇 〇  

5 坂口 功祐 〇  〇  

6 信田伊知郎 〇 〇 〇  

7 下村 明子 〇 〇   

8 高田 士嗣 〇 〇   

9 服部 庄三 〇 〇   

10 早川 政人 〇 〇   

11 坂野 清治 〇 〇   

12 松原 行謙 〇 〇   

13 三井 秀和 〇 〇 〇  

14 吉田 一誠 〇 〇 〇  

15 原  晃 〇    

 ゲスト 8    

 計 23 11 5  

 

3.日本語学院留学生支援物資応募依頼 

1 マスク・フェイスシールド/材質・サイズ問わず 

2 体温計 仕様・タイプ問わず 

3 消毒用スプレー・希釈用  

・エタノール製剤(35%以上含有品)、 

・界面活性剤成分含有製品、 

・次亜塩素酸水(80ppm以上品) 

4  除菌用ウエットティッシュ 

5  使い捨て手袋(食品衛生法適合品) 

6 その他、留学生へ支援となるもの 

7 インスタント麺、缶詰、乾燥品等らとその他、 

日持ちする食品類。 

・南山 YMCA 遠藤担当主事へ各自持参してください 

 

 

 

 

 

 

６月３日 原 晃 
 



 

4.第 24 回西日本区大会案内 チラシ 

・詳細は「24th西日本区大会のご案内」(添付 PDF)

および下記サイトをご確認ください。 

 ホーム | ワイズメンズクラブ国際協会第 24回西

日本区大会 (jw-alliswell24th.com) 

・大会の登録につきましては、下記の登録 WEBサイ

トから手続きお願い致します。 

第 24 回西日本区大会 参加登録 | 株式会社ツア

ーポート (tourport.co.jp) 

 

5.2021 年度学童キャンプ開催日 

・1期日和田学童キャンプ ：7/26～31（月～土） 

・2期日和田学童キャンプ ：8/2～7（月～土） 

 

※キッチンスタッフ・プログラムサポートできる方  

 は、参加できる日程を遠藤さんにお知らせ下さ

い。 

 

注：ボランティアの前に・・ 

・ボランティア開始 2週間前から体調の管理、感染

リスクの高い場所へ行くことを控えてください。 

・当日ご自身の体調が悪い場合、ご家族に体調不良

の方がいる場合は参加をお控えください。 
 

 

 

―番外編― 

 

もしも新型コロナに襲われたら 

 

荒川恭次 

楽しみにしていた日和田リートレ支援を止む無く

欠席したのは、新型コロナに立ち向かっていたから

です。会社の 20代の若い社員が新型コロナ感染判

定で、濃厚接触者１名を含めて隔離療養休暇となり

ました。事務所から初めての感染者が出たことで右

往左往となるところですが、運よくゴールデンウィ

ークに入ったばかりで出勤社員はほとんどなく、非

常時マニュアル通りフロアを閉鎖しての消毒作業に

入ることができました。 
 

 
 

まずはフロアの窓を全て開けて換気開始。次に非

常時用グッズの防護服を着てゴーグル装着、手袋は

めてふき取り不要強力消毒液を感染者のデスクを中 

 

 

心に噴霧作業が始まりました。因みに防護服の作業

者は高齢の私ではなく、健康で元気な若者です。 

 

 
 

 消毒作業は事務所フロアに続きロッカールーム、

トイレと感染者の動線全体に及び念入りに行われま

した。その後は一抹の不安はあったものの何事もな

く通常業務が続いています。消毒の効果は大いにあ

ったものと思われます。さて、感染者と濃厚接触者

の２名は療養期間を終えて、今では普通に勤務して

います。直接聞いてみると、自覚症状としては「味

がしなくなった」だけで熱もなくだるさもなかった

そうです。当初は単身者の自宅隔離で食事を心配し

ましたが、毎日きちんと 3食配給があったとのこと

で、地域の手厚い看護体制が伺われました。濃厚接

触者の１名は当然のことながら何事もなく隔離期間

を終えたとのことです。事後のハラスメントの心配

も全くなく２人は完全復帰することができました。 

 その後フロアは違いますが、家族が感染者となり

濃厚接触者認定となった者がいますが、即テレワー

クに切り替えて隔離期間に入りました。業務への支

障が最小限となるよう対応ができるようになったよ

うです。 

 そして私は、第１回目のワクチンを接種してきま

した。6月 20 日の第二回目で一安心と行きたいと

ころですが、若者も早くワクチン接種し日本全体で

安心を共有したいものです。この先 10 年後にブリ

テンインデックスでこの記事を読んだ方は、歴史の

一端を感じるかな？と思います。 

2021 年 5月 30日 
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